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の場合

と を で加重平均をとるとしてみよう が素数の場合は

になるので と定義

する

になるが計算してみると でも を満たす

表 の解

素因数分解 素因数分解

とりあえず次の問題を提起する

注意 を満たす解は 素数または べきになるか

これは見るからに難しそうなので 解 が偶数なら べきになる を示したい

しかしこれもできない さらにやさしくして

問題 が を満たすとき を示せ

これはやさしい

計算練習のための問題なら 素数 が の解にならないこ

とを示すもんだいはどうだろうか これも計算がすごく大変なのさらにやさしい次の課題

をしてみたい



問題 より大きい素数 が を満たすとき を で表せ

を以下で用いる

とする により

により

を乗じて

この右辺を の１次式とみて とおく

となるので計算して

ここで を で割ると

とする により

を掛けると

と変形すると



の場合

とおくとき なので 型解の場合である

よって

一方 は素数なので は平行移動 の完全数でその 倍が

注意 とおくとき定義から

これを用いると

の場合

のとき すなわち の解は非常に興味深い

このときの解を 平行移動のない完全数と考えて 項完全数という あるいは新世代完

全数または３頭完全数 という

また を 項完全数の定義式という

定義 与えられた に対して を満たすとき を平行移動 の

型 項完全数という

の場合は完全数の 倍解が多数出てくる

万以下に限って解を求めてみた

型解 は完全数の 倍

型解 はかなり多い

型解 は次の２つ

型解

型解 素数 の場合 とおくとき

により

これより 結局 は素数になる このとき は完全

数で

すなわち 型解 は完全数の 倍となっている



図 匹のエテコウ 項完全数のシンボルキャラクター



表

素因数分解

型解

型解

型解

型解

型解

型解 素数 の場合

を用いると に対して とおくとき

により

とおくとき

とおくと はともに偶数である また

となるので

により

とおくとき



アルゴリズムで 型解を求める

そこで次のアルゴリズムで 型解 が求める

与えられた に対して とおく と 因子に分解す

る がともに素数なら が解になる

は奇数なので はともに偶数である

例 とすると これを２つの偶数の積に分

解する

ゆえに

次の結果はアルゴリズムに基づいて で書いたプログラムを用いた

表 型解

型解以外の解が 最初に示した２つの 型解以外にあるかどうかは不明



平行移動した場合

平行移動 の場合も同じような結果が出る

型解 素数 の場合 とおくときに

により

これより 結局 は素数になる このとき

は だけ平行移動した完全数で

すなわち 型解 は だけ平行移動した完全数の 倍となっている

型解 素数 の場合

を用いると

これより

とおくとき

よって

とおくと

となる

を代入して

とおくとき

は偶数なので積 は の倍数 を除くと は の倍数 したがっ

て も の倍数 も の倍数

が の倍数でないなら 型解はない

アルゴリズムで 型解を求める

次のアルゴリズムで 型解 が求まる

与えられた に対して とおく と 因子に分

解する がともに素数なら が解になる

とすると

とすると

とすると

とすると

とすると

とすると

後半の２個の 型解はアルゴリズムで見いだした



表 型解

素因数分解

　 型がない

　

プログラムができると結果がたくさん出る．とくに解が多かったのは の場合

だった

表 型解

素因数分解

こうして数値例はいろいろでるが 驚異の姿というほどのことは無い

項完全数については 完全数のときと同様に 項宇宙完全数 項スーパー完全数など

が考えられその研究は現在進行中である 乞うご期待


